
』
ゆ
っ
た
瞬
間
に
体
が
動
か
な
い
と
、
剣
道
で
は
勝
て
な
い
。

相
手
の
姿
や
動
き
・
相
手
と
の
距
離
な
ど
か
5
「
今
だ
」
を

反
射
的
に
身
体
を
動
か
す
の
だ
。

ー
と
動
か
す
身
体
(
技
)
を
ひ
と
つ
に
し
た
も
の
に
勝
利
が
あ
る
。

に
、
剣
士
の
努
力
が
あ
る
。
動
く
身
体
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
で

5
れ
、
感
じ
る
心
は
、
そ
の
人
の
人
生
で
育
ま
れ
る
。

の
道
は
、
奥
が
深
い
・

(
刊
月
白
日
・
玉
川
村
少
年
剣
道
大
会
よ
り
)



名
も
知
ら
な
い
業
者
に
甘
い
言
葉
で
近
づ
か

温
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ

筆活
1

こ
れ
ら
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
方
が

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

よ

い

の

か

。

遭

っ

て

し

ま

議

宅

う

す

る

か

考

え

て

み

ま
し
ょ
う
。
ま
す
は
、
相
手
を
知
る
ご
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

ど

ん

な

悪

質

商

法

が

あ

る

の

か

主

な

も

の

を

み

て

み

ま

す

o

u閣
附

国

側

凶

⑤

取

引

さ

れ

る

商

品

や

サ

ー

ビ

ス

の
手
口
や
問
題
点

平成5年12月

み
れ
、
う
か
。

広報たまかわ

③
次
の
「
先
物
取
引
商
法
」
か
ら
「
ね

ず
み
講
」
ま
で
に
掲
げ
る
よ
う
な
各

種
の
商
法
を
ま
と
め
て
「
利
殖
商
法
L

と
呼
ぶ
。

②
「
預
金
よ
り
も
有
利
」
「
元
金
の

何
倍
も
の
利
益
が
確
実
」
な
ど
、
お

金
も
う
け
を
口
実
に
勧
誘
。
実
際
に

は
、
業
者
ま
た
は
他
の
ご
く
一
部
の

人
だ
け
が
消
費
者
の
出
し
た
お
金
で

大
き
な
利
益
を
得
、
大
多
数
の
消
費

者
は
も
う
か
る
ど
こ
ろ
か
、
元
金
を

失
う
。

②
取
引

@
海
外
市
場
の
大
豆
・
砂
糖
・
石
油

な
ど
の
商
品
取
引
。
国
内
市
場
の

金
・
大
豆
・
砂
糖
・
生
糸
な
ど
の
商

品
取
引
口

②
取
引
の
仕
組
な
ど
を
話
し
て
帰
っ

た
後
、
「
純
好
の
チ
ャ
ン
ス
L

と
興

奮
し
た
口
調
で
電
話
し
て
く
る
。
そ

の
後
「
も
う
取
引
し
た
」
と
契
約
を

強
要
す
る
。
い
っ
た
ん
契
約
に
応
じ

る
と
取
引
を
や
め
ず
に
次
々
に
お
金

を
出
さ
せ
、
大
損
に
導
く
。

e

①
証
券
情
報
の
提
供
。

取
引
代
行
。

②
株
の
情
報
提
供
代
と
し
て
高
額
の

お
金
を
取
り
、
ロ
ク
な
情
報
を
く
れ

な
い
。
「
取
引
を
代
行
す
る
」
と
だ

ま
し
て
株
券
代
金
の
名
目
で
お
金
を

取
る
。
一
九
八
七
年
の
投
資
顧
問
業
法
施
行

後
も
、
同
法
の
許
可
な
ど
を
受
け
な

い
「
も
ぐ
り
業
者
」
が
横
行
。

①
北
海
道
・
青
森
そ
の
他
遠
隔
地
の

土
地
(
原
野
や
別
荘
地
)
。
土
地
転

売
の
仲
介
・
広
告
掲
載
・
測
量
・
そ

の
他
管
理
な
ど
。

②
「
値
上
が
り
確
実
μ

と
偽
り
、
実

際
の
数
十
倍

i
二
百
倍
も
の
高
値
で

売
り
つ
け
る
。

最
近
は
、
原
野
な
ど
を
だ
ま
さ
れ
て

買
っ
た
人
を
転
売
話
で
釣
り
、
お
金

を
だ
ま
し
と
る
手
口
が
多
い
。

①
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、
羽
毛
布
団
、

私
的
な
資
格
取
得
の
講
座
。

②
公
的
資
格
を
掲
げ
て
「
講
座
を
受

け
れ
ば
国
家
試
験
免
除
」
と
偽
る
。

私
的
な
資
格
を
設
け
「
近
く
国
家
資

格
に
な
る
」
な
ど
と
偽
る
。
契
約
取

消
の
申
し
出
に
は
、
脅
し
ま
が
い
の

態
度
で
す
ご
む
業
者
も
。

霊
感
商
法
円相
開
運
商
法
附

①
仏
具
、
神
具
、
墓
石
、
印
鑑
、
占

開運商法
運勢に力、力、わることを言っ

て不安をあおり、印鑑や数

珠などを買わせます。商品

を売るセールストークと割

り切って断りまレょう。

平成5年12月広報Tこまかわ

ヲ~」
し②
人
の
不
幸
や
不
安
に
つ
け
込
み

「
先
祖
の
霊
が
た
た
っ
て
い
る
」

寸
水
子
供
養
が
必
要
」
、
そ
の
他
印

相
・
墓
相
な
ど
で
高
額
な
値
段
で
買

わ
せ
る
。
8
5商
法
{
催
眠
蘭
隆
一昨

①
羽
毛
布
団
、
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、

医
療
用
具
。

②
客
を
会
場
に
集
め
る
。
日
用
雑
貨

品
を
無
料
で
配
る
な
ど
し
て
雰
聞
気

を
盛
り
あ
げ
る
。
客
を
興
奮
状
態
に

陥
れ
、
最
後
に
高
額
な
値
段
で
売
り

つ
け
る
。

①
鍋
セ
ッ
ト
。
婦
人
用
下
着
セ
ッ
ト
。

②
「
料
理
の
講
習
会
を
開
き
ま
せ
ん

か
」
「
ホ
l
ム
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
ま

せ
ん
か
」
な
ど
、
販
売
目
的
を
隠
し

て
人
を
集
め
さ
せ
、
高
価
な
値
段
で

ん

1窓

売
る
D

①
原
野
。
和
服
。

②
「
社
員
募
集
」
や
「
和
服
展
示
会

の
説
明
員
募
集
L

の
広
告
を
出
し
、

応
募
し
た
人
に
売
り
つ
け
る
。

①
消
化
器
。
表
札
。

税
務
・
経
営
関
係
の
書
籍
。

②
以
前
、
消
防
署
員
や
郵
便
局
関
係

者
を
か
た
っ
た
関
連
商
品
販
売
が
横

行
。
最
近
、
自
営
業
者
を
相
手
に
税

務
署
関
係
を
装
い
書
籍
を
売
る
悪
質

例
が
あ
る
。

①
ト
イ
レ
フ
ァ
ン
。

羽
毛
根
布
団
。

白
ア
リ
駆
除
。

②
点
検
に
来
た
と
訪
問
、
「
フ
ァ
ン

ic 
あ

る
浴
用
機
器
。

サ
ー
ビ
ス
関
係
の
代
理
屈
募
集
、
交

通
反
則
金
関
係
の
共
済
組
合
。

②
商
品
を
購
入
し
他
に
購
入
者
を
獲

得
、
自
分
の
系
列
に
購
入
者
が
増
え

る
と
大
き
な
利
益
が
得
ら
れ
る
。
あ

る
い
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
関
係
の
組

織
に
入
会
費
を
支
払
っ
て
加
入
し
、

自
分
の
系
列
に
加
入
者
を
増
や
し
て

い
く
と
利
益
が
得
ら
れ
る
、

手
口
。

と
い
、
っ

②
宛
名
書
き
・
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
の

材
料
・
指
導
料
な
ど
。
軍
手
・
靴

下
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
の
製
作
機
械
、
ワ
ー
プ
ロ

な
ど
。

②
「
宛
名
書
き
で
自
宅
収
入
を
」

「
技
術
を
身
に
つ
け
て
高
収
入
を
」

な
ど
と
、
広
告
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
で
勧
誘
、
材
料
や
機
械
を
売
り
つ

け
た
り
す
る
。
購
入
者
は
材
料
・
機

械
を
使
っ
て
仕
事
を
し
て
も
、
収
入

が
壊
れ
て
い
る
。
危
険
だ
」
「
布
団

に
ダ
ニ
が
い
る
」
、
「
白
ア
リ
被
害
」

と
だ
ま
し
て
代
替
品
を
売
る
な
ど
す

る。①
カ
1
ポ
ー
ト
口

外
壁
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
。

サ
ン
ル
ー
ム
。

②
「
目
立
つ
場
所
で
宣
伝
に
な
る
」

「
カ
タ
ロ
グ
に
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

も
ら
う
L

な
ど
と
し
て
大
値
引
き
を

言
う
が
、
実
は
少
し
も
安
く
な
い
値

段
で
売
る
。

①
歯
ブ
ラ
シ
・
ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
の

身
の
間
り
品
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ッ
プ
。

②
「
目
の
見
え
な
い
人
に
盲
導
犬
を

送
る
」
な
ど
福
祉
目
的
を
う
た
っ
て
、

無
断
で
商
品
を
郵
送
し
た
り
、
訪
問

販
売
な
ど
で
買
わ
せ
る
。

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
悪
用
。

②
「
迷
惑
を
か
け
な
い
か
ら
」
と
消

費
者
の
名
義
を
借
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
を
申
し
込
み
、
信
販
会
社
か
ら
お

金
を
受
け
た
り
歩
合
給
を
得
た
後
に

豆E
，己主、

質

商
は
得
ら
れ
ず
資
金
が
無
駄
に
な
る
。

③
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
権
。

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
員
権
。

②
「
将
来
値
上
が
り
す
る
」
「
有
利

な
利
殖
」
を
口
実
に
勧
誘
口
あ
と
で

顧
客
か
ら
買
い
戻
し
ゃ
転
売
依
頼
の

話
を
受
け
て
も
応
じ
な
い
。

⑪
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
宝
飾
品
。

英
会
話
サ
ロ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
権
。

ア
パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
権
。

②
金
(
き
ん
)
や
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会

員
権
の
現
物
ま
が
い
の
豊
田
商
事
事

件
が
有
名
だ
が
、
同
事
件
後
も
法
律

の
網
を
く
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
現
物

ま
が
い
商
法
が
横
行
。

①
金
銭
・
有
価
証
券
な
ど
の
配
当
組

織。②
ね
ず
み
講
防
止
法
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
る
が
、
地
域
的
に
潜
行
す
る

動
き
が
見
ら
れ
る
D

昭
和
五
三
年
法
制
定
後
、
国
債
を

使
っ
た
ね
ず
み
講
が
登
場
、
法
改
正

に
よ
り
こ
れ
も
禁
止
さ
れ
た
。

議
室
醤
葬

⑨
建
築
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
行

政
書
士
な
ど
公
的
資
格
取
得
の
た
め

の
講
習
。

行
方
を
く
ら
ま
せ
る
。
無
断
で
他
人

の
名
義
を
使
用
す
る
例
も
。

①
英
会
話
教
材
。

会
員
権
。

円

μ
同区
0

1
↑
昨
凡

②
「
景
品
が
当
た
っ
た
」
と
か
「
会
っ

て
お
話
が
し
た
い
」
な
ど
と
販
売
目

'的
を
隠
し
て
喫
茶
庖
や
営
業
所
に
呼

び
出
し
て
売
り
受
け
る
。
デ
ー
ト
を

装
っ
て
異
性
を
呼
び
出
す
の
を

「デ
1
ト
商
法
」
と
も
言
、
っ
。

…刊送
一民
学
つ
い一け
祐
四
法

①
書
籍
。
ビ
デ
オ
。

②
注
文
し
て
い
な
い
も
の
を
勝
手
に

送
り
つ
け
、
後
で
、
文
書
や
電
話
で

代
金
を
請
求
す
る
。

①
化
粧
品
セ
ッ
ト
、
モ
デ
ル
養
成
、

美
容
サ
ロ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
会
員

券
、
映
画
鑑
賞
会
員
券
。

②
釈
や
繁
華
街
の
路
上
で
通
行
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
と
言
っ
て
近
づ

き
、
喫
茶
庖
や
営
業
所
に
連
れ
込
ん

で
商
品
販
売
な
ど
の
契
約
を
結
ば
せ

る。

法

¥ 

2 
3 
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健
康
食
品
は
薬
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

副
作
用
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

アポイントメント
セ→レス

特典などのセールストーク

には惑わされず、用件のは

っきりしない誘いには応じ

ないようにしましょう。

若

草
;耳

トイレフアンカ可火事の

原因になる乙とは、ま

ず、ありません。

訪
問
販
売
に
よ
る
ク
!
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
契
約
し
た
の
が
庖
や
営
業
所
以

外
の
場
所
で
あ
る
こ
と
。
(
路
上
な
ど

で
呼
び
止
め
ら
れ
て
営
業
所
へ
連
れ

て
い
か
れ
た
場
合
や
、
目
的
を
告
げ

ら
れ
ず
に
電
話
な
ど
で
営
業
所
等
へ

呼
び
出
さ
れ
た
場
合
は
、
対
象
と
な

り
ま
す
)

口
法
定
の
契
約
書
面
の
交
付
の
日

か
ら
8
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。
(
業
者

か
ら
受
け
取
っ
た
書
面
に
、
ク
l
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
告
知
が
な
い
場
合
に

は、

8
日
を
過
ぎ
て
も
大
丈
夫
で
す
)

口
代
金
の
総
額
が
3
，
o
o
o円

以
上
で
あ
る
こ
と
、
(
支
払
が
現
金

指
定
商
品
・
指
定
権
利
・
指
定
役
務
・
現
金

取
引
の
と
き
は
三
0
0
0円
以
上
の
取
引

庖
舗
外
で
の
指
定
商
品
に
関
す
る
取
引

す
べ
て
の
商
品
・
権
刺
・
役
務

指
定
商
品
・
指
定
さ
れ
た
施
設
利
用
権

指
定
取
引
所
に
お
け
る
指
定
商
品
の
取
引
、

事
務
所
以
外
の
場
所
で
の
取
引
で
あ
否
ご
と

宅
地
建
物
取
引
業
者
が
売
り
主
で
あ
る
宅
地

建
物
の
売
買
・
庖
舗
外
で
の
取
引

投
資
顧
問
業
者
(
許
可
業
者
)
と
の
契
約
、
た

だ
し
清
算
義
務
あ
り

(1992年7月現在)

ク割|訪訪
レ l
ジ賦|問問
、~ I 

ト販 I~販
契 l
約売|引売

法
定
の
契
約
書
面
の
支
付
の

日
か
ら
8
日
間

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の

告
知
の
日
か
ら

8
日
間

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の

告
知
の
日
か
ら
は
日
間

法
定
の
契
約
書
面
の
受
付
の

日
か
ら
昨
日
間

※
海
外
先
物
契
約
(
基
本
契

約
)
締
結
の
日
か
ら
は
日
間

つ
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の

告
知
の
白
か
ら
8
日
間

法
定
の
契
約
書
面
の
受
付
の

日
か
ら
叩
日
間

第

1
回
保
険
料
支
払
日
か
ら

8
日
間

vクーリング・オフー貰表

生
命
保
険
契
約

生
命
保
険
契
約

ヘ段で
す
。
ま
す
は
、
必
要
の
な
い
契
約
を

し
な
い
こ
と
。
最
大
の
敵
は
、
必
要
も
な

い
も
の
を
挙
事
ん
と
思
い
込
ん
で
し
ま

し次う
よの目
う十~
0 箇己
条弓
-r;.ガ

白予
頃朽
ち喜
釜石
居、.

し
ま

七

、

氏
名
、

目
的

尋
ね
ま
し
ょ
う

会
社
名
、

信
頼
で
き
る
販
売
員
は
訪
問
の
際
、
社
名
・
自
分
の
氏
名
・
来
訪
目
的
を

き
ち
ん
と
告
げ
ま
す
。
あ
い
ま
い
な
返
事
を
し
た
り
、
身
分
を
い
つ
わ
っ
た

り
す
る
販
売
員
に
は
要
注
意
刀

一
括
払
い
で
な
け
れ
ば
、

3
，

o
o

o円
未
満
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
)

口

ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
も

の
が
指
定
さ
れ
た
商
品
(
臼
品
目
)

サ
ー
ビ
ス

(
U
種
類
)
権
利
(
2
種
類
)

で
あ
る
こ
と
。

口
商
品
が
指
定
さ
れ
て
い
る
消
耗

品
の
場
合
、
開
封
し
た
り
、
一
部
を

使
っ
て
い
な
い
こ
と
。
(
使
っ
て
し
ま

う
と
、
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

口
前
述
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
せ

ば
書
面
で
解
約
を
し
た
い
と
い
う
意

思
を
相
手
に
伝
え
ま
す
。
(
電
話
で
は

だ
め
で
、
手
紙
か
ハ
ガ
キ
口
内
容
証

明
郵
便
を
利
用
す
れ
ば
安
心
で
す
)

ク
l
リ
ン
、
ク
・
オ
フ
は
最
後
の
手決
¥

4 

(注)1.起賞日はいすれも初日を算入する。

ただし、※印の「海外先物契約」については、民法原則に

従って、契約巳の翌日から起算して14日間とする。
2. r告知の8Jとは、業者(セールスマンなど)からクーリング
オフ制度の適用があることを説明された日のこと。

3. r契約締結の日」とは、業者との閣で契約をした日のこと。
4. r法定の契約書面の交付の日」とは、消費者が申し込みをし
たり、契約を締結した場合に、業者が消費者に突付しな

ければならない、法律で定めた記載事項すべての記載が

ある書面(いわゆる「契豹書の控えJ)の支付を受けた日の
こと。

冷
静
に

H

景
品
H

は
ち
ょ
っ
と
魅
力
的
な
も
の
:
:
:
で
も
、
あ
な
た
が
買
う
の
は

景
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
景
品
の
た
め
に
必
要
の
な
い
も
の
は
買
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
口

景
品
に

ま
ど
わ
さ
れ
ず
に

、

契
約
書

よ
く
読
ん
で
か
ら

捺
印
を

訪
問
販
売
で
契
約
(
申
し
込
み
)
を
し
た
場
合
、
業
者
は
消
費
者
に
一
定

事
項
を
記
載
し
た
契
約
(
申
し
込
み
)
書
面
を
渡
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
c

書
面
を
よ
く
読
ん
で
、
不
明
な
点
は
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

登
録
証
ケ

ゑ

訪
問
販
売
員
教
育
登
録
証
を
持
っ
て
い
る
販
売
員
は
、
法
律
や
セ
l
ル
何

一/
九
、

マ
ナ
l
・
商
品
な
ど
に
つ
い
て
教
育
を
受
け
試
験
に
合
格
し
た
人
で
す
。
販

売
員
が
来
た
ら
登
録
証
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
確
か
め
よ
う
「
も
っ
て
い
ま
す
か

必
要
な
け
れ
ば

あ
い
ま
い
な
返
事
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
。
必
要
な
け
れ
ば
そ
の
場
で
ハ
ッ

キ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

一一一、

断
ろ

ハ
ッ
キ
リ
と

四

納
得
の

い
く
ま
で
説
明

受
け
ま
し
ょ

商
品
の
性
能
や
支
払
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

い
く
ま
で
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

分
か
ら
な
い
こ
と
は
納
得
，
の

も

う

か

る

」

落

し

穴

ず

寸
絶
対
に
も
う
か
る
L

な
ど
と
い
う
甘
い
言
葉
に
は
要
注
意
。
人
の
欲
に

つ
け
こ
む
悪
質
商
法
は
、
お
金
ば
か
り
か
あ
な
た
の
信
用
ま
で
失
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

五、

「
確
実
に

そ
れ
は

相
談
を

「
買
お
う
か
、
ど
う
し
よ
う
か
」
少
し
で
も
迷
っ
た
ら
、
家
族
や
友
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
D

契
約
を
急
が
せ
る
販
売
員
は
優
良
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

迷
っ
た
ら

そ
の
場
で
決
め
ず

(
資
料
・
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
「
く
ら
し
の
豆
知
識
一
旬
L
)

八
日
間
ま
で
な
ら
有
効
ク

l
リ
ン
グ
・
オ

訪
問
販
売
で
契
約
(
申
し
込
み
)
し
た
場
合
、
契
約
書
等
を
受
け
取
っ
た

日
を
含
め
て
8
日
間
は
、
こ
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

ぷ
ム
l

、

遭
っ
た
ら
訪
販

1
1
0
番

ト
ラ
ブ
ル
に

訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
ご
質
問
や
ご
相
談
は
『
訪
問
販
売
1
1
0
香
』
へ

お
電
話
を
。
通
算
大
臣
認
定
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
も
っ
相

談
員
が
応
え
て
く
れ
ま
す
。
合

0
3
1
3
3
5
7
1
6
0
1
9

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
宮

0
2
4
5
(引
)
0
9
9
9ま
た
は
役
場
企
画
調
整
課
ま
で
。

5 



平成5年12月

ス
テ
m
，ブ

広報Tこまかわ

ふ
く
し
ま
駅
伝

• 
パ
イ

日
月
幻
日
(
日
)
冷
た
い
雨
が
降
る

中
、
第
5
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
が
白
河

市
か
ら
福
島
市
ま
で
の

mキ
ロ
の

コ
l
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
口
参
加

チ
l
ム
は
鈎
チ
l
ム
で
、
玉
川
村
選

手
団
も
3
回
日
の
出
場
。

自
分
の
意
見
を
堂
々
と
発
表

平成5年12月

こ
の
ほ
ど
、
泉
中
学
校
で
非
行
防

止
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
校
内
弁
論

大
会
に
あ
わ
せ
て
非
行
防
止
弁
論
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
7

人
の
弁
士
が
出
場
し
、
自
分
の
体
験

を
通
し
て
堂
々
と
意
見
を
発
表
。
聴

衆
の
父
母
や
生
徒
か
ら
さ
か
ん
な
拍

手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞
鈴
木
阿
弥
子
(
1
年
)

優

秀

賞

白

岩

裕

子

(
3
年
)

溝

井

恵

(
3
年
)

関
根
い
づ
み

(
2
年
)

吉

田

美

織

(
2
年
)

仁
井
田
幸
恵
(
2
年
)

広報たまかわ

優

タ良。

賞

優

秀

賞

鈴
木
恵
美
子
(
1
年
)

最
優
秀
賞
の
鈴
木
阿
弥
子
さ
ん
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

• 
ス
テ
m
，プ
/戸、

歩

歩
着
実
に
〉

雨
の
中
、
必
至
に
走
る
1
区
の

小
林
祐
子
さ
ん

総
合
タ
イ
ム
は
6
時
間
7
分
2
秒
と

雨
の
影
響
な
ど
で
昨
年
よ
り
約
5
分

遅
れ
た
も
の
の
、
総
合
順
位
で
は
日

位
、
村
の
部
で
は
日
位
と
、
と
も
に

順
位
を
2
位
ず
つ
上
げ
て
い
ま
す
。

小
旗
を
振
っ
て
応
援

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
選
手
の
家

族
や
村
議
会
議
員
、
大
会
関
係
者
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
の
区
間
に
別
れ
て
応

援
。
雨
が
降
り
し
き
る
中
「
走
れ
勝

て
」
の
の
ぼ
り
旗
や
小
旗
を
元
気
に

振
っ
て
走
る
選
手
を
励
ま
し
ま
し

た。
ま
た
、
当
日
の
夜
に
は
、
村
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
で
玉
川
村
選
手
団
の

区
間
最
長
の
叩
・

5
陥
を
走
り
ぬ
い
た

日
区
の
上
野
一
徳
く
ん

阿弥子木鈴泉中学校一年

少年の笑顔から

6 

村の部で区間賞の鈴木篤くんと小林浩二くん

解
図
式
も
行
わ
れ
、
選
手

や
関
係
者
ら
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

解
図
式
で
あ
い
さ
つ
に

た
っ
た
車
田
村
長
は
「
選

手
の
み
な
さ
ん
の
努
力
と

活
躍
に
同
じ
玉
川
村
民
と

し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま

す
。
」
と
述
べ
、
選
手
一

人
ひ
と
り
に
記
念
の
メ
ダ

ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。

一
昨
年
は
臼
位
、
昨
年
は

ω位、

そ
し
て
今
年
は
回
位
と
、
一
歩
一
歩

着
実
に
上
が
る
順
位
に
、
玉
川
村
選

手
団
の
未
知
の
力
を
感
じ
る
結
果
と

な

り

ま

し

た。

な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

力
で
玉
川
村
選
手
団
を
更
に
躍
進
さ

せ
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
未
知

の
力
を
発
揮

す
る
た
め
に

は
、
選
手
の

確
保
や
練
習

時
間
な
ど
、

村
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が

3.3 
krn 

日
分
叩
秒

木々のうなり声が、ますます高くなり、家が分解するのではないかと思うほ

ど、激しい風雨がつづく。午後十時、私は、恐ろしさと心細さでべそをかいてい

ました。のんびりやの兄でさえ、青ざめ笑いがありません。 rとんなとき、お母

さんがいてくれた5いし.¥のに。どうして、こんなとき夜勤なんだろう。看護婦な
んてならなきゃよ力、ったのに。」思わす、母への不満が出てしまう私。その時、

電話のべJレ。私は、飛び付くように受話器を取りました。母の声です。 r泣いて
なかった。台風で怖いだろうけど、十二時まで勤務だから、それまでべそをかか

ないで大きな声で、歌でも歌って台風を吹き飛ばしてごらん。病院でも台風をこ

わがっている子が多くてね。二人だから大丈夫ね。」母の言葉に私は、 「うん。」

としかいえませんでした。

須賀川の国立療養所の看護婦である母。三支代という勤務体制のため、夜勤が

週に二回あり、こんなときは、父のいないわが家は、見と二人で心細い夜を過ご

すのです。私は、母を奪ってしまう病院が大嫌いで、看護婦という職業にうらみさ

え持っていました。孤独感、夜の恐怖感が、私をそう思わせ続けていたのです。

そんな私の心を知ってかどうか、母が私を病院に誘ったのです。

母の担当するJJ¥児科病棟に入否と、子供達の泣き声、うめき声、叫ぴ声が、私
の茸を覆いました。私は、思わす、後ずさりしてしまいました。鼻にチューブを

通している幼児、酸素マスクをつけ、点滴を受けている少女。異様なその姿は無

気味としか映りませんでした。そんな患者のなかに、私と同じ年ころの少年が、

うつろな目をしてベッドに横たわっていました。彼は、すーっと寝たきりだった

のです。その少年は、母をみると、 「ウー‘ウー。」と、奇妙な声を出し始めた

のです。その彼に、母は、 r) ¥ーイ」と、いうと、少年に歩み寄り、彼をゆっく

り抱きしめました。とたんに、無表情だった少年の顔に変化が表れました。少年

が笑ったのです。私は、驚きました。少年と母の堅いつながりを見たような気が

しました。母を信頼する少年。少年力、らの信頼を受けてい否母。私は、たくさん

の病人に必要とされている母を見て、母を奪った病院や看護婦に対するごだわり

が少しすつ小さくなっていきました。

帰りの車の中で、母は、夜、病院のベッドでさびしがる子を見ると、見や私の

ことを思いだし、何度も泣き出しそうになったことがあると、話してくれまし

た。そんな時、病院の子供達は、すーっと親に会えないのだから、今夜は、母が

この子達の母親になろう。一晩位、私と兄に我慢してもらおうと、自分にいいき

かせ?としろ母。ごの目、小柄な母がとても大きくみえました。

こんな母に、一歩でも近付きたいという思いがわいてきて、 「私も看護婦にな

りにいなあ。」と、心の底からこう言ったのです。その時の母のうれしそうな

顔。やが亡、母と子の関係わ、ら、看護婦の先輩、後輩として働けるごとを楽しみ

に、私は、柔道部のなかで体力と強い心を養おうとがんばっています。

今は、母が夜勤でも、 「大丈夫。家のことは任せなさい。」と、笑顔で母を応

援しています。

須
賀
川
高
l
年

8.6 
krn 

日
大
東
北
高
1
年

幻
分
5
秒

8.8 
km 

部
分
4
秒

篤

日
大
東
北
高
3
年

8.0 
krn 

加
分
5
秒

勝

則

泉
中
l
年

J

m

 

F
「
U
1
v
n
H

日
分
お
秒

コ
パ
リ
抜
型

8.1 
km 

m分
却
秒

泉
中
3
年

5.4 
krn 

日
分
M
H
秒

須
釜
中
3
年

5.2 
krn 

。
争
3
b

ワ
U
4
λ

戸り
$
r
1

須
釜
中

3
年

3.6 
km 

4
す
5
少

t
i
p勺
L

d
斗

f
z
n
・

泉
中
2
年

8.5 
km 

担
分

M
秒

清
陵
情
報
高
1
年

-全区間の記録

東
京
精
工

10 
km 

5
小
9
b

よ
j

山
ワ
臼
毛

q

岩
瀬
農
高

2
年

8
サ
o
b

q
d
よ
λ

ハU
毛
n
・・

日
比
分
幻
秒

学
石
川
高
1
年

8.7 
M 

-
庁
3
b

q
u
式
λ
q
u
乎
A
1

泉
中
3
年

ねばりの走りでゴール、藤田貴裕くん

66 
位

60 
位

8 
位

認
位

2
位

叩
位

日
位

初
位

日
位

部
位

悦
位

部
位

66 
位

29 
位

89 
位

43 
位

74 
位

49 
位

65 
位

52 
位

川
凶
位

52 
位

月
位

日
位

犯
位

ω位

位
位

日
位

7 



日
月
3
日
(
文
化
の

日
)
第
3
回
玉
川
村
歩

け
あ
る
け
健
康
家
族
大

会
が
、
役
場
駐
車
場
か

ら
福
島
空
港
公
園
ま
で

の
往
復
9
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
家

自
分
た
ち
の
文
化
を
発
表

村
民
文
化
祭
が
日
月
初
日
の
老
人

作
品
展
を
皮
切
り
に
行
わ
れ
、
「
自

分
た
ち
の
も
つ
文
化
」
を
発
表
し
合

い
ま
し
た
口

会
場
の
村
民
体
育
館
と
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
に
は
、
各
種
文
化
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
持
ち
寄
り
展

示
。
ま
た
、
茶
道
や
芸
能
な
ど
の
発
表

長内団地2号棟を着工
現地で起工式

村営住宅長内団地 2号棟の起工式が、

南須釜字長内地内の現地で行われまし

Tこ。
式には車田村長や工事関係者らが出

席し、工事の無事完成を祈願。

2号棟は、 1号棟の北側に建設され
ます。戸数は18戸で来年 8月完成、 9 
月ごろからの入居を予定しています。

族
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
歩
く
子

供
な
ど
約
加
入
が
参
加
。
秋
た
け

な
わ
の
玉
川
路
を
楽
し
み
ま
し

た
こ
の
大
会
は
、
村
と
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
主
催
し
、
保
健

協
力
員
な
ど
の
協
力
を
得
て
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
c

も
あ
り
ま
し
た
口
素
晴
ら
し
い
作

品
や
発
表
か
ら
は
、
自
分
の
文
化
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
住
民
に
訴
え

て
い
る
よ
う
な
力
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
と
中
学
生
を
対

象
に
、
税
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
「
税
に
関
す
る
習

字
展
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

*
須
賀
川
税
務
署
賞
近
内
沙
弥

香
(
須
釜
小
1
年
)
倉
鎌
聡
(
玉

川
一
小
2
年
)
真
弓
英
樹
(
玉
一

小
3
年
)
車
田
恭
子
(
玉
一
小
4

年
)
白
旗
真
理
子
(
川
辺
小
5
年
)

草
野
涼
子
(
須
釜
小
6
年
)

*
玉
川
村
長
賞
藤
田
淳
子
(
玉

一
小
1
年
)
鈴
木
あ
ゆ
み
(
川
辺

小
2
年
)
鈴
木
裕
也
(
川
辺
小
3

年
)
塩
沢
幸
洋
(
須
釜
小
4
年
)

溝
井
真
樹
(
須
釜
小
5
年
)
岩
谷

研
五
口
(
玉
一
小
6
年
)

ゴルフで広がる友好の「輪」
第 7回玉川村長杯コンペ
福島石川カントリークラブで第7回目
になる玉川村長杯ゴルフコンペが関かれました。
大会には村内外から120人が参加し、和やかにプ
レー。ゴルフによる友好の輸はますます広がってい
るようです。上位入賞者は次のとおりです。
優勝西川良英(小高) 準優勝三瓶
賀jlf) 第3位曲山吉信(蒜生)
また、マーベラス末広で行われた表彰式では、参
加者によるチャリティー募金が募られ、全額を村社
会福祉協議会に寄付くださいました。

今年度は「めぐり襲ディズ二一ランド、」

玉川村結婚対策事業圏

嫁不足の解消を目的に設置されている玉川村結婚相

談所の会議が、村就業改善センターで開かれました。

会議では平成5年度の結婚対策事業などについて協

議。その結果「めぐりあいinディズニーランド」の名

称、で交流会や学習会を行うことになりました。事業は

村結婚相談所が主催し日本青年館結婚相談所の協力を

得て行われます。

全
国
青
年
大
会
剣
道
の
部
に
出
場

闘
四
属
魁

第
位
回
全
国
青
年
大
会
の
剣
道

の
部
に
、
玉
川
村
青
年
団
連
絡
協

議
会
の
選
手
団
が
福
島
県
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
は
東
京
武
道
館
(
東
京
都

足
立
区
)
で
開
か
れ
、
選
手
は
団

体
戦
と
個
人
戦
に
出
場
。
団
体
戦

は
初
戦
敗
退
し
た
も
の
の
個
人
戦

で
は
、
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
善

戦
し
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
次
の

と
お
り
(
敬
称
略
)

鈴
木
嘉
兼
(
川
辺
)
須
藤
一
郎
(
川

辺
)
高
原
伸
也
(
小
高
)
小
針
周
吉

(
中
)
小
林
喜
美
(
竜
崎
)
小
原
幸
春

(
南
須
釜
)
)
須
釜
政
利
(
吉
)
石
川

和
典
(
小
高
)

キ
ビ
キ
ビ
と
作
業
関
臨

模
擬
火
災
訓
練
鐘
塑

日
月
比
日
(
日
)
泉
中
学
校
に
お

い
て
玉
川
村
消
防
団
に
よ
る
模
擬

火
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
7
時
お
分
ご
ろ
泉
中
学

校
体
育
館
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
た
訓
練

に
は
、
大
竹
勝
義
村
消
防
団
長
を

は
じ
め
、
村
消
防
団
員
や
須
賀
川

広
域
消
防
署
員
ら
別
人
が
参
加
。

中
村
池
と
泉
中
学
校
北
側
の
池

を
水
利
と
し
て
、
各
分
団
員
が
中

継
、
一
斉
放
水
な
ど
の
作
業
を
キ

ピ
キ
ピ
と
行
い
ま
し
た
。

終
了
式
で
は
、
車
田
村
長
が

「
本
日
の
訓
練
を
契
機
に
村
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
よ

り

一
層
の
団
結
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
訓

練
終
了
後
の
防
火
パ
レ
ー
ド
で

は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

期
を
む
か
え
て
、
村
民
に
「
火

の
用
心
」
を
訴
え
ま
し
た
。

水
需
要
に
応
え
る
た
め

上
水
道
拡
張
事
業
着
工

増
え
続
け
る
水
の
需
要
に
応

え
る
た
め
計
画
さ
れ
て
い
た
上

水
道
拡
張
工
事
の
起
工
式
が
日

月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
上
水
道
事
業
管
理

者
、
地
権
者
ら
が
出
席
し
、
工

事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
は
、
竜
崎
字
神

の
前
を
水
源
と
す
る
も
の
で
、

上
代
ポ
ン
プ
場
(
岩
法
寺
)
や

和
久
配
水
池
(
岩
法
寺
)
の
施

設
整
備
や
送
水
、
配
水
管
布
設

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
工
事
は

来
年
3
月
に
完
了
し
、

4
月
に

は
竜
崎
と
岩
法
寺
地
内
へ
の
給

水
を
始
め
る
予
定
で
す
。
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歩けあるけ健康家族大会より

年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り

ゴ
ミ
危
険
物
収
集

-
生
ゴ
ミ
収
集

年
内
の
収
集
は
ロ
月
お
日
(
金
)

ま
で
(
自
己
搬
入
は
ロ
月
お
日
(
火
)

ま
で
)
来
年
は
1
月
7
日
(
金
)
か
ら
収

集
。
(
自
己
搬
入
は
1
月
5
日
(
水
)

か
ら
)

-
し
尿
汲
み
取
り
年
内
に
処
理
し

た
い
方
は
、
立
月
日
日
(
水
)
ま
で

に
申
し
込
み
を
。
来
年
は
1
月
5
日

(
水
)
か
ら
平
常
通
り
。

-
危
険
物
の
収
集
・
川
辺
・
蒜
生
・

小
高
・
中
・
竜
崎
岩
法
寺
地
区
は
ロ

月
お
日
(
土
)
に
収
集
。

・
南
須
釜
・
北
須
釜
・
吉
・
山
小

屋
・
山
新
田
・
四
辻
新
田
地
区
は
ロ

月
お
日
(
日
)
に
収
集
。

来
年
は
、

2
月
か
ら

お待たせしました。人気の

け}な!ワイ L」12月13日から販売

っ
さ
る
な
し
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
み
た
い
」
「
お
い
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
飲
み
た
い
」
「
そ
れ
な
の
に
も
う

売
っ
て
い
な
い
の
で
残
念
」
と
思
っ
て
い
た
方
、
お
待

た
せ
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
と
れ
た
サ
ル
ナ
シ
を
原
料
に
つ
く
ら
れ
た
「
さ

る
な
し
ワ
イ
ン
」
を
ロ
月
日
日
か
ら
村
内
の
酒
販
庖
や

空
港
ピ
ル
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
口

今
回
は
前
回
の
2
倍
以
上
の
8
，0

0
0
本
を
製
品
化
。
価
格
は
変
わ
ら
ず

湖、

ru入
り
I
，
0
0
0
円
で
、
新
た

に
2
本
詰
め
用
の
箱
も
作
り
ま
し
た
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ワ
イ
ン
で

乾
杯
!
ま
た
、
ご
贈
答
用
に
も
い
か

が
で
し
ょ
う
か
白

( 11月届出分)

保護者名

孝二

賢二

禎

宗司

正喜

武彦

正照

広和

正広

政美

名
川
諒
か
香
川
直
下
香
き
喜
叩
平
山
彦
な
奈
か
香
ι人

抵
』
制
緩
m
寛
ゆ
結
り
清
川
秀
討
正
り
理
り
梨
砧
尚

記

藤

吹

部

回

回

針

竹

木

原

部

出

佐

矢

矢

車

車

小

大

鈴

小

矢

区

辺

ゥ

小高

ク

寺

崎

釜

中

法

須

吉

岩

竜

南

ゃ→し→マーク」ー」ー ーノ
募集中

やさしさマークは、お年寄りゃ障害者
などに配慮した施設(スロ フや障害者
用トイレ)を整備した建築物に表示され
る「福島県やさしいまちづくり整備基準
適合証」です。
県では、このマークのデザインを次に
より募集しています。ふるってご応募く
ださい。
*作図にあたって
高齢者や障害者などに配慮しているこ
とが明ら力、なこと。
親しみゃすく、だれにでも分かりゃす
いこと。
20cmx 20cmの大きさ以内。
*応募方法
用紙1枚につき1点(1人何点、でも可)
裏面に説明と住所・氏名・年齢-職
業・電話番号を詑入
作図法があれば添付
*応募資格制限なし
*応募締切平成6年1月15日
*報償賞状と副賞
最優秀1点副賞20万円
佳作3点劃賞 5万円
*応募先 干960-70i福島県高齢者福
祉課J岱0245(21)7165

小作料を減額
することができます
冷害により、米などの収量が当初の見
込みより著しく減った場合、契約した小
作料を減額することができます。
米を例にすると、減額できるのは、契
約小作料から今年の収量の25%を差し引
いた額となります。
詳しくは、農業委員会事務局まで8
57-3101内線43番

お誕生おめでとう

ございます

ク

地

)1 r 

3，784人C+3) 
3，883人C+7) 

今月の納税

村のようす
C 5年11月1日現在)

4・・‘国到し724戸C+6) 
I1 7，66以(十10)
2 
s 

固定資産税第3期分

国民年金保険料 12月分

国民健康保険税第6期分

(納期限は12月27日間です。

忘れすに納めましょう)

平成5年12月

12月の健康ごよみ

広報たまかわ

おくやみ申し上げます

( 11月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

石森ヨシ 72 正

大竹金~ 41 奈保美

地区

岩法寺

竜崎

10 

軽油取引税力，\，~

事拶'
7.8.円上がりました

軽油取引税は、全額が道路の整

備に充てられる税金です。国では

平成5年度を初年度に5か年計画

で総額76兆円を道路整備に投資す

る予定です。この財源を確保する

ため12月1Bから軽油取引税が
1 g当たり7.8円上がり、 32.1円
になりました。詳しくは、最寄り

の県税務事務所までD

11 
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「
暑
く
て
苦
労
し
た
ナ
イ
」

「
ス
コ
ッ
プ
や
ト
グ
ワ
を
持
ち

寄
っ
て
、
作
業
を
し
た
ん
だ
ゾ
イ
。

真
夏
の
作
業
で
暑
く
て
苦
労
し
た
ナ

イ
」
と
写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
仁

井
田
ヨ
シ
さ
ん
(
竜
崎
)
が
思
い
出

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
昭
和
お
年
8
月
日
日

に
小
高
小
学
校
の
校
庭
で
撮
ら
れ
た

も
の
で
す
。
学
校
に
水
道
を
ひ
く
た

め
に
各
地
区
ご
と
に
日
を
決
め
て
奉

仕
作
業
を
行
い
、
こ
の
日
は
竜
崎
地

区
と
岩
法
寺
地
区
の
方
々
が
当
番
で

し
た
。
カ
ス
リ
の
着
物
に
モ
ン
ペ
、

頭
に
は
木
綿
の
手
ぬ
ぐ
い
と
い
う
の

が
女
性
の
作
業
着
だ
っ
た
よ
う
で
、

ほ
と
ん
ど
の
女
の
人
が
同
じ
か
つ
こ

う
を
し
て
い
ま
す
。

「
子
供
が
い
る
人
は
子
供
連
れ
で
、

弁
当
持
参
で
の
奉
仕
作
業
で
し
た

よ
」
と
ヨ
シ
さ
ん
。
暑
い
中
で
の
作

業
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
の
事
で
す

が
、
合
間
の
井
戸
端
会
議
に
は
花
が

咲
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
写
っ
て
い

る
人
の
表
情
に
疲
れ
が
見
え
な
い
の

は
、
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
:
:
:
。

たまかわの皆さん
お元気ですか

一後零刊

「
心
は
い
つ
も
故
郷
に
あ
る
」

横
浜
市
車
田
芳
子
さ
ん

(
小
高
出
身
)

今
年
の
夏
は
、
低
温
、
日
照
不
足
、

多
雨
な
ど
の
異
常
気
象
で
故
郷
の

農
家
の
皆
さ
ん
も
た
い
へ
ん
だ
っ

た
事
と
思
い
ま
す
。

私
は
故
郷
を
離
れ
て
鈎
数
年
に

な
り
ま
す
が
、
四
季
が
移
り
変
わ
る

ご
と
に
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

学
校
の
備
品
を
買
う
た
め
に
全

校
生
で
行
っ
た
「
い
な
ご
と
り
」

腰
に
弁
当
を
結
わ
え
、
手
の
ひ
ら
を

ガ
リ
ガ
リ
と
い
な
ご
に
ひ
っ
か
か

れ
な
が
ら
、
一
匹
で
も
多
く
と
ろ
う

と
奮
闘
し
た
事
。

ま
た
、
農
繁
期
に
は
、
妹
を
背
負

い
「
乳
飲
ま
せ
」
に
通
称
ロ
ン
デ

と
い
う
所
ま
で
行
っ
た
事
。
深
い
森

を
い
け
ど
も
行
け
ど
も
目
的
地
に

着
か
ず
、
空
腹
で
泣
く
赤
ん
坊
の
声

12 

が
森
に
響
き
、
何
物
か
に
追
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
錯
覚
に
後
ろ
を
振
り

返
る
の
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
や
っ
と

目
的
地
で
働
く
父
母
の
働
く
姿
が

見
え
て
く
る
と
、
汗
と
涙
が
出
て
き

て
止
ま
ら
な
か
っ
た
:
:
:
。
そ
の
森

が
、
福
島
空
港
に
通
じ
る
明
る
く
て

広
い
道
路
に
な
り
、
変
わ
り
様
に
は

目
を
み
は
る
ば
か
り
で
す
。
こ
ん
な

ふ
う
に
、
心
が
か
た
と
き
も
故
郷
を

離
れ
た
こ
と
が
な
い
の
は
、
私
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
玉
川
会
の
総
会
も
、
会
場
が

す
ぐ
「
東
京
玉
川
村
」
と
な
り
、
笑

い
声
が
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
ま

ま
、
時
聞
が
た
つ
て
し
ま
い
ま
す
。

総
会
の
開
催
に
、
お
骨
折
り
頂
き
ま

し
た
熊
田
会
長
さ
ん
、
車
田
村
長
さ

ん
を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
大
好
き
な
玉
川

村
の
益
々
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。




